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ま え が き

さる 1月から3月にかけてクイ，ピルマ，インド，バ

キスタン，セイロンなど東南アジア12カ国をU糾胡した。

飛行機で飛び·まわった各国の印象のなかから， jjij•りにマ

ラ・ヤ，クイ， フィリピンの 3カ且れをとりあげた。本・}｝で

は，ピルマ，セイリン，香泄(})3カ住lをとりあげる。

この3カ国はともにイギリスとの滋絃が深い。ピルマ

は独立して16年を経たが，セイロンはイギリスの自治領

である。セイロン政府とともにイギリス女王の任命した

総恒がいる。香りとは総仔直轄の且領植民地である。ピ）レ

マ，セイロンでは，泣近左派努力が強く，その社会主．‘汲

的改革は急巡，かつ逆激化している。とくに，ビルマの

軍氷政権にこの傾向が弧い。国有化などを迎じて経済に

対する国家権力の介入が独化され，民問外沢の流入がせ

ばめられる。これに対して，香逃は自山主義経済体制で

ある。

呑逃の経済（おいま空前の繁栄をうたっている。その

安定的成長ぶりには梵D炎のほかはない。その推進力はな

にか。端的にいえば， 「自山」のなかできたえあげられ

た香渉経済のパイタリティと，最近とく｛こ且ざましく進

出しているアメリカft本をはじめとする民間外打の流入
であるう。一方，姿稲し，停猫するビルマ経済，そのお

それが懸念されるセイロン経箔，東南アジア語国相互の

経済格差が，ますます広がってゆく姿をここに見る。

ビ ）レ マ

1. 浄かなラングーン

パンコクな飛び立った沿行機は，クイ領を北四に横切

り，けわしいタイ・ビルマ囲様の山塊を越える。その山

々の切れるところ，モールメンの町がサルウィン河のデ

ルタにへばりついたようにいらかを光らせている。赤茶

けたシッタン河r:1(})デルタを渡る。パンコ＇クからプ` 日へ

ラ機で 1時rn1半，緑の森に包まれ，人追湖， 1．坦府の家(/」
ラングーン{liが股lJ甘する。 lIIjH消りかである。人l.l82万，

自動車も少ない。 lat'人tをさそうようである。

シュレ・バゴダなまん中に，イギリス風のピルがなら

んでいる。だがビ）レは11•Iい，煤irj•-c 汚れている。甜店街

も， •ものをりEるだけの貧朴 1なみすぽら L さである。ビル

マ人，インド人， •ii遼｛岱などが雑屈·する。もめんが楼•む・

ロンジーを出といゴJ..、：収船をはいたりJ，女が立ったまが．，
しゃがんだ缶ま， Jと話にふけっている。東itiアジア(/J依

微ともいわれるill科と汚肱， t彩fil}と無女ひJ, ；とU)縮図を

まずラングーンに見る。

．
 

り・
1 "Bmmese'vVay to Socialism" 

ラングーンを離れたi(I：後， 11 本との賠償交渉なおぇ •c

帰 I•Ij したオン・ジーの辞任と，民lii！商菜銀行(})園1.i 化1i;i

行(2月2a日）を1lりいた。さる l)1(}ジtiilll施業(I)i•111i 化，

2月中句(/)仰li人菜務，米殻1収りl(}）il財・i化につづき，矢
継ぎばやのIf.I布化推進である。 lt'絃II(}）ように，ネ・ウィ

ン将軍は， 111：年3月クーデクーにより，ゥ・スー首相か

ら政権を奪いかえしたが—'；との直後 4 月に自煎の社会主

滋宜酋 ‘‘Burmesc V{ay lo Socialism"を発表した。こ

の宜孟には，主淡旅棠l!.1布化の推進などが抽象（ド）にうた

われているが，新政榔・ま，；との分斉の趣旨にそった具体

的な経済措i窄を開らかにすることも， 1:に実施すること

もなかった。

咋年秋になって，新政権の経済担当名として．よたhili

首相として煎さをなしているオン・ジーが，はじめて I~閲

布化なと•(/）政策について，・大規炭の煎工業などは 1卦布化

するが，民1間企染のビルマ経済における役割は今後も要

わらないことをIJJJらかにした。しかしこのとざ，すでに

新政権液）内部では，左派のティン・ベ准将・・（股相）派の

台頻があった。ネ・ウィンは，左派努）J9)つき上げもあ

り，経済の全部l“lに国家権力を介人させ，国家の統制な

いし管理のもとにビルマ経済を迎営し，私企棠の存立を

まった＜否定する1止を届めていたといわれる。

ネ・ウィンは， 1958年第 1次の軍政をしいた。当時か

れは “CleaningGovernment''と称し，政界浄化，汚域

追放，物（諏東粘，利潤制限，企梁IH営など果敢な施策な
断行し，政界， liォ界なふるえあがらせた。しかし，その

行き過ぎは，かえって人心を失い，わずか 1年半で下阻f

をよぎなくされ，ウ・ヌー・1)1jj'(j ~11に政権を渡さざるをえ

なくなった。この経新．があるから，こんど9)軍事政楕ir.t、9
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もはやこの様はふむまいとの観測があった。このような

期待と希望は，わずか 1年で消え去った。しかも，l咋年0)

クーデターの1形村として．ひとつには軍がウ・．＿A-前政

稲は左傾（化を1.Miめたとして，これに対する反ダ6があっに

といわれていた。しかるに， 1年後にはオン・ジ一去り，

またもや左i民の台頭である。あいも変わらぬ権力13~1争の

飼鴻というほかはない。 l漣4布化．排外政策を強行する

軍政下のビルマ経祈0)前途に暗耽たるも0)を比える。

:3. t;~滞するビルマ経済

軍政ドのビルマ経済は，小康をたもっているかにみえ

る。たとえば， 2月末の外貨保肛品は， 1.5億アメリカ・

ドルとクーデクーのあった1昨年3月末にくらぺ． 5 1:'(/） 
増加を示している。ここ数年来悪化をつづけていた外貨

事梢がともかく哨1JIlしたのである。これはまずf紺lli!'.Iiに

おいて，総愉出領の 7割を占める米のf合出が， f糾！価格

の上昇により，ひきつづき好調であったことによる。昨

年の米の協出額 (li意680!)万アメリカ・ドル）は， ilij年

(1961年）にくらぺ12％も削加している。一方，恰入額

(2位1900万アメリカ・ドル）は，ほとんどi前年並みの

水準にとどまった。この結果，昨年の出超額は， 46(）（）万

アメリカ・ドルと前年（出赳額5(）（）万アノりカ・ドル）

にくらぺ大幅に輝Iした。

(）It位： 1（)(）7iチャッ I・)
ー， ．．．． ． ・ •一-. ··•··●書 ---・一ー・・・ 一•一·-·

•―`．． I 松 Ili1翰人 |fll入(6)超
..一・.. —ー・. ・-・--・ 

亭 l,・ ｛1,265.2 
（米 8(){）．4)

1,0115.4 ¥ 219.8 

1961年{ 1,050.（） 1,026.31 
（米 710.5) （ i1•itt 財 615)

公．7

1960年{ 1,075.l l,239.o 
（米 721.6) （梢費財珈）

I A 163.9 

1959年{ 1,068.5 1,065.9 1 
（米 757,9) （ i1•1 投 114• 906) 2.ti 

△ 52.2 1958年{ 921.4 973.6 l 
（ぅI~ 683. 6) I (1~11~ u1・ 624) 

—··-----·--· ・-..l....-・--
このような外貨ijtr肖を映じて，最近チャット1tの対ア

メリカ・ドル実劣レートがいくぶん強くなったと聞い

た。；けれでもなお公定レートの 1 チャット =~.7619 アメ

リカ・ドルに対して，爽勢は8アメリカ・ドル見当を唱

えていた。

また；財政面でも， 1961~62年予節7億アメリカ・ド

ルは，主として経常支出の切り詰めにより，当初予邸の

赤字 (3500万アメリカ・ドル）から焦字 (1100万アメリ

カ・ドル）に転じた。

しかし，これらの現象は，抜き打ち的に'1{（政がしかれ，

経済活動が気迷いかたがた炎縮したことと，金磁引き締

めがiM!化されたことによるものとみられる。前記の楡入

横ばいは，術'lt！りを中心にきびしい愉入制限を行なった

ことを認とするが，咲木財に対する愉i1人乱凄の減退も

みられた。出た， rm~.r.-物佃i （うングーン）がこのよう

な拾入捐911ilや米(lii0)上外にもかかわらず，むしろ低落鋲

l{,］を示しているのも， i］ij記の事俯を必因きするものとい

えよう。

生産をクペると， 1卦内総生能の 3',！l]を占める米の収穫邸

(I!)6l~(i2年）はilii年にくらべ3％の減朕であった。こ

れはここ 2年間，天候に必まれず，また1rii出者により稲

FLLが祓少していることによるという。米の収樅店はまだ

戦前水削iの87％にとどまっている5ピ｝レマ困土の半ば以
上をおおうチークなどの森林f札紺（［こついては，政府が開
発につとめているにもかかわらず，反政府分子とも，ま

たl」]賊，：I:r.!Eともいえる insurgentsの跳梁に妨げられ，

生能が進まないo米につぐ主要倫出産品であるチーク材

の生性は， 196l~62年において 3％坪Iえたが，戦前水祁

の68％にすぎない。士た，主淡鉱旅品 0961~62年）で

は，鉛11)12％増，石油の 3%:liv1,i1じ鉛の 8％減となって

いるが，戦前水珈・こくらべると鉛はその22%,1m鉛は5

分の］， 1iil|！は52％という低水準である。石油はいまだ

に自給ができず，愉入を要する状況である。

］渫は，股林旅品1JII;E，若干の打り1雅財製造など狭い範

llllに限られている。 1961~62年の生座は，前年にくらぺ，

砂納が30%，れんがが15％それぞれ刑加したが，セメン

ト，綿糸布はふるわず，とくにセメントは前年にくらベ

15%0)減産となった。

1961~62年の国民総生産は， i柑i年：こくらペ 1.3％の増

加，戦前水削にくらペ11％の堺加というが，人口imhn率
（年2%)を考えれば，尖買的にはマイナスとみなけれ

ばなるまい。

4. 投烈斑檄ますます巡化

このような経済の停滞をビルマはなぜ打破しえない

か。沿安の悪いことはその大きな原因の一つといえよ

う。面秘68万平方キロ (1:1本の1.8倍），人口2234万のピ

）レマは，独立以来いわば固家的統一が実現されていない

とさえいわれている。辺採にはシャン族，カレン族など

の少数民族（約480万，全人口の 4分の 1)が盤tkiし，独

立以来ー1'［して自治権を要求していることは周知のとお

り。 in!lllrgenl:s(/）跳梁はいまだにあとを絶たない。ピ）レ

マ本部を1柑北に共くラングーン―マンダレーの幹線逍
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路は，いまなお夜Iiり通行が危険であるという。その入り

ロともいえるラングーンの北約 100キロのベグーヘの路

にもinsurgent.:;が出没すると1lflいた。 1脊部周辺の治安す

らこの状娘である。このように治安が悪いなかで，どう

して経済・社会l}il発を巡めえようか。

外沢の埒入については， 1ft:年！）月オン・ジーが，従米

の合弁郭業方式をやめ，今後ぱ政｝（引用ベース(/)ものに限

る方針を明らかにした。軍事政権は，・ウ・スー・i}ii政権ヽ リ

策定した第2次4カ年計画 (1961~64年）を廃粂した。

この計画でしま，民惜1部l"）に2億アメリカ・ドルの外沢祁
入を要するとされていた。日本の第 1次経済協力 (50(l(）

万アメリカ・ド）V)では，商染ペ・・・シス：、こたつ合弁事業

方式をたてまえとしていたが，ピルマの投;ft森撹が企業
の国有化，治安の不良，沢本の不足，経営能力の欠intょ

どとこれまでも悪い条件；こあったため，ついに 1件も成

立しなかったo香迷且（認銀行パートン会・1とは，さる 3月

の1962年次報告中において， 「棗南アジア諸困(J)うち，

その生活水祁が1938年のそれを下回った二つの国， ピ）レ

マとイン Fネシアが，もっとも民問外打の祁入を妨げて
いるのは但＼然ではない」と述べている。ビルマの投沢現

袋は被悪の状瑯こたもいたったといえよう。

軍事政梱は，巾共から語エ菜プロジェクトのための借

放 (8400万アメリカ・ドル相当），ソ辿からかんがい計洒

のための借汰 (350万）レープル）・などを受け， このよう

な政府問ペースの外i行を蔚入することによって，経済・
社会［開発を進めるとしている。ふたたびパートン会長の

報告を引用 Lよう。 「民閻外沢の流入しま，沢金や，沢本

がはいるというだけにとどまらないol'-I勁的に経営能力

や技術の扱助をともなうものである。」・ビルマの軍邪政

権はあえてこれに進行しようとする。ペクーーヘの路傍

に荒廃したゴムのニステートを兄た。ィギリス人の経営

名が去ったあとという。こ 0)索淡たる眺めが， ビルマ経

済の}](1途を象徴するものでなければ幸いである。

5. "20批紀蚊後のビラミッド'’パゴダ

ビルマは日本の東南アジア諸国における牧易相手i卦

としては，ウエイトの小さいほうである。昭和37年疫(4

~3月）における日本のビルマに対するii令出は，綿糸布

など繊維艇品，銹材を中心に3600万アメリカ・ドル，こ

れに対し粕入は， 1400万アメリカ・ドルで，出趙2200万

アメリカ・ドルである。ビルマ側からみると，日本は約

入先として第 I位を占めているばかりでなく，；とのシェ

アが逐年期大している。これは，日本のピルマに対する

賠tit尖卸こflうとこるが大きいといわれている。

さる 3月，懸案の追加賠ilt交渉がまと注った。日本は

ピルマに対して，これ吃での純賠tit2似アメリカ・ド）レ，

叫び経済協力5()(）（）万アメリカ・ドルに追加して，純賠

titとしてi965年から12年間に lia：40()0万アメリカ・ドル，

また今後6年1；りに経済協力309}()万アメリカ・ドルを供'J’.

することにな—．うた。これまでの純賠titにより，パルーチ

ャン発礎所が完成した。ピルマ全土の発叫t(}）6,1ifll以上

がパル＿チャンから供給され， ランク‘・ーンなど53のIIII,

145り）村に叡を流している。ピルマ (J)i詞）~t,'iは，む

しる供給過原9に転じたというc 一方，経済協力がまった

く進まなかったのは， ilfiiiのとおりである。

ペグーの町はずれで，新しくバゴグを榮い—Cいる。築

くといっても， j旭墟に近いふるいバコ9 グを；I•しんがで巻い

てゆくのである。 {g者が一つ一つれんがをDJiiこのせ．位

な階段を登ってれんがを骰く。途中で招としたれんがが，

バゴダの・まわりにうー），，硲く散乱している。この‘吹）！り；紀

iii(後のピラミッド’'ができ上がるのはいつり）日のことで

あろうか。 tlを伝ずれば，品はるかすかなた，炎天下に

金色燃えて， ；：ぶさ 115メートル， シュエマドウ・バゴグ

がそびえ立つ。
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マドラスをたった飛行機は，インドの康海船ぞいに1H
下する。 i1dJ.:1 11.r-Ill]，インドぱ白郷こ『Ii<h'iiL社i(/）下に

没し，セイロンl'が現われるcifliit 6万50(){）平方キロ，

人口 916万，ほぽa本の東北地方にひとしい。加の中央
祁9こ湘抜200<)メートル級の核絵が；とびえ立つ。全島茶，

ゴJ.、，ヤシなどがあおあおと茂る緑の島である。飛行機

は，セイロン島の~-~海岸ぞいにコロンボヘWi下をつづけ

る。加Illの多いがii．祖線には， J釦lい波滸がくだけ，砂浜［こ

；とっ．e．ヤシ林がつづく。赤茶けた・ill.板なインド大陸を比
抱きた）jには，「lもさめるような芙しい眺めである。

このあざやかな印象は，空泄におりたとたんにしぼむ。

粗末な空迷り）建松，執拗なほどにきびしい税関IJ)検社，

炒i雑さー」）まる通箕・1兄物(/)1{1告，ヽーとのうえアメリカ・ド
ルは，不当に安<j,!.j替される (1アメリカ・ドルは8)レ

ビーを上回る史勢であるにもかかわらず，公定レー）ヽ｝ま

半ばに近い 4.7(il9収ヒ＇ー）。旅行者には，気のめいるこ

とばかりである。
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2． アメリカの援助倅，I卜．

セ<□ン8it在中l立大0.)，訴逍は，アメリカの援il)J停止で

あった。パンダラナイケ（未亡人）視1勺伐It1..，1%0年8

月成立以米約4年になる。当時，スリ・ランカIiirll党(tI・・

会主必）が，述身環；および共i?硲悦；など左派勢力と提拗

し，右派の統一賑民党を破って，政楕tを獲得した経鯨が

ある。現l勺閑）の左fditi，このようなrJitliにもとづく。政

府は，急激な社会屯義的改革を進め，；と())-•顔として

"Ceyloni;-.ation" ti)モットー(})もとに，カソリック教徒

経営の学校，生命9呆険会社，商梁銀行などを国布化した。

1961年には，政府は，屯としてソ述:Ciill:を愉入し阪売す

るため， CeylonPetroleum Corporntion (CPC)を設立

したが， lti：年―反には， アメリカ系のカルテックス，エッ

ゾ(J,j社とイギリス系のシェル（双方がセイ nン市場を 4

対6の割合で支配していた）を1副i化し，これら 3社が

所有する諸施設と阪りtルートを CPCtこ；糾）渡させた。
このI召有化の1r・}代には，パンダラナイケ致権に対する

左孫粉力のつき上げという政治上の事俯のほか，経済的

には，総愉入額の約21陣を占める石柑l枇入 (1962年1~ 

10月， 2100万アメリカ・ドル）を，安いソ述石油に切り

換えることにより，外代を節約しようとする、な幽があっ

たといわれている。

疇は．妙）躙'tにある。アメリカ，イギリス側が峙

価を基糾！tこしてhll11'.t認叡， 840万アメリカ・ドルと符

出しているのに対し，セイロン側i•計源佃i！こもとづき，こ

れを250万アメリカ・ドルと，i1:（1lliし，両者の問には，打1

当のりりきがある。アメリカは， ：： 0）ようなセイロン0.)補

慣は適正でないとしC，対外援助法の規定にもとづき，

さる 2月8日196i年此中の扱JJJJ予定分380万アメリカ・ド

ルを含めセイロンに対する援助を停止すると発表した。

セイロンに対するアメリカ援助は， 1956~62年度の梁

,it7900・ガアメ，)．）J・ド）レ，年lh11000万アメリカ・ド）レ以

上におよんでいる。その内訳は，余痕ば揺物見返咲金it

し付け (1958~62年度の年平均氾0万アメリカ・ドル）．

同附与（同400万アメリカ・ドル）のほか， AlDダt金（コ

ロンポの北郊カクナヤケ軍用飛行拐を大型ジェット機JIj

勺ii弘⑬沖ーー3(）0万アメリカ・ドルー一，技術援助；と

の他）などで，これまでセイロンの経済1m発，食柑楡入
0)かなりの部分をまかなってきた。

セイロンの外箕事情は， 11じ年も減努をつづけ，昨年末

の外柑保布森は8500万アメリカ・ドルと，かつてない低

水蛸に落ちこんでいる。しかも，すでに 1MFから前後

21~1にわたっ—ciI•2200ガアメ‘)．）J ・ドルを借り入れてい

る。現在の外貨準~iiでは，月・平均愉入額(J)約 3 ;J)月分に

すぎないといわれている。セイロン政府は梢'1~！けを中

心として柏入制限をしばしば強化し， itり入拍11開はきわめ

てきびしいも())がある。 19G2年の稲人水刹Iほ， 1959年 1•こ

くらべ17％かたダウンしているu安いゾ述4前11の愉入へ

はしったのも．このような愉入抑制の一斑といえよう。

昨年主淡伯出舷品である茶（総iiり出額の約7翡1])，ゴム，

ココナッツ製品の椛出（この3品目で総．愉Ii雑ti()'..>9也Il);).

上にi立する）が仲び，貿易収支尻t.t．31()0万アメリカ・ド

”JIi国（前年の出超600万アメリカ・ドル）であった

にもかかわらず，ヤ訟収支の逆調などから，外貨｛呆有沿i

ばilij記のように減少をつづけた。

(lllf立： 100万 Iレヒ•~-)

＼ l-松---i/・ ••一入］·-応 l仄―ー・年罪1t

---、I----̀・- I_（A)迅 l-ft出，り
1962年{. 1,808 
繹 1,148) 

1,6GO I 148 I 85 

1961年{I 1,733 
偉 l,114) 1, 10:3 I 30 I 90 

：二鸞：喜(;:I□°5 A A [： i :: 
1958年｛ぷi了i.｝1) 1,717 A (i I 172 

•-·· --·••··----. ·--------....一•一 ・・

アメリカの援助停止は，直接的にセイロンの外貨危機

に11'111(をかけるだけでなく， IU]接的には民間外沢(1)Fl滑

な流入を阻習することになろう。現に茶，ゴムのイギリ

ス系エステートは，セイロン政府のたび煎なる国有化否

定のi坦リ］にもかかわらず，政府を侶じようとせず，この

ためリブランテーシゴンがほとんど進んでいないといわ

れている。セイロン政府が1958年ソ述との問に結んだ1

億2000万］レープルの1昔款協定（期限5カ年，年利2.5%)

は，ほとんど未尖行のままに，この4月には失効すると、

いう。ソ述石油愉入による外貨節約とアメリカ扱助(J)付，;

11.:とを天和こかけた結果出はかるまでもあるまい。

3. 茶，ゴムのリプランテーション巡まず

コロンボから北東のキャンディーを経て，島の中央山

伍地術に位する面抜 1801)メートル())スワラエリヤに登

る。迂余1ll1折り）行程約2()(J．． トロ，まず海外埓ぞいには •V シ

(}）エステートが，ついで山問へはいるとゴムのエステー

トが，さらに山）駁から山項にかけてほ一面tこ茶のエステ

ートが展開する。怠な斜[(itこ石塩を築き上げ，耕して山

頂にいたる，つややかに光る茶畑は壮親というほかはな

10ぅ
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い。セイロン冴しは， 1U:}μ?)iit1fiiliJ&｝()）3分(/-)1以上を占

め， しかも良 'i'iである。 •;1砂 ll41深価格は，セイロン茶が

主む紺認外こぎっている。ココナッツ，ゴム，茶とii0粋か

ら (,•l·i) しい llllhJ也僻まで，地形，地味に応じたみごとな

工メテートの述統に，イギリス経11h15()年の成；床：を・出さ’

まざと見る、思いがする。

茶(I)栽培泊ifi'lf J:.胃 lii.しiiiiにくらぺ；l．)ずか5％ひらがった

にすぎないが， I1:.1府は過去15年11ili訊字3%0)J伽l！を示

しているといわれる。」1Vi旅の理 ,11 として t•よ，かんばつに

少荘／iわれなかったという気染条{’|：,I）ぼか，とくに施肥に

J:敲回it11;(/）Iil_t．があげらiいている。

政府は，茶，ゴム， ココナッツのJ1卯i殺を加rhtし．栽培

I(lih't()）liki知のほか，！！滋性li』LI:(/）ためのリプランテーシ

ョンを捉励している。このため税阻jihi-Ci.lz辿措骰を濶じ

たり，•また打り助金を交付している。しかし， リプランテ

ーションは総じて迎々とし．•(進んでいたいようである。

・1]1j,社(/）ように，政府は再三エステートをl玉l1j化しないと

笛明しているが， 7低アメリカ・ドル以．i-ーと，i‘f-fuliされる

イギリス人｝ji•1i-{J）茶，ゴムの .L. ステートでは，政府を信

用せず，国イj化の益念がさわめて曲い。リプランテ・ーシ

ョンが見送られている。この祖·生では先行さ•!-I戎砂）培戟

は避けられないと淡應されている。

4． 赤字財政

セイロン (}J財政収支しま悛性的に赤字をつづr••J• ， しかも

;e(Jわか字輻が増大する糾lfiJにあるo亦字は主とし-（中央

銀行などからの借入によってまかなわれている。赤字財

政政策が悧性的となっている。パンダうナイケ肖相l:l身

は，財政の健全化を強く：希団しているが，政権維持())た

めに，やむをえず赤字財政に妥協させ磁1...（いると聞い

た。赤字釈li|甜•す成 1lii(li，なかでも経常支出にある。

1962~63年批： （1（）~ 9月）予舒．では， K糾．¥(4.6億アメ

リカ・ドル）の78％が経常支出であり， しかも経常支出

0)40％が公務共給か，また24％が米穀補助金である。こ

の予鈴())mitには，祖既沙力につき上げられて奴上げ喪

求を抑えきれず，また右派勢力の強い股村において票を

失わないための政治（雌i閥版があるといわれている。この

子勾：もしゞきつづき赤字財政であるが，赤字罹 (l億アメ

リカ・ドル）は，前年疫にくらぺ3•,I判も一大幅に縮小して

いる。しかし，こり）ための歳出0)削減は，全部資本支出

f/)削該1こよって行なわれている。財政面からの経済皿発

~:I;，いっそう l1れることになろう。

5. l.1本り）怖iI.i伸びる

セイ nン0)主要愉/I＼先は， イギリス •C ある。 196~ 年

(l ~.1（lfl)では，総愉Ill‘領(/)3・,t甜を占めている。イギ

リスが茶の総幅！iii1,1：の39.5%（1962年）を買い付i-J--cぃ

るからであるoイギリスにつづくアメリカ， I．l:IJti・、より紺．Ii

先とし-c0)シェアが 11限lにもみたない。ー）'j,主要柏入

先r.l:，これ、またイギリスが2邪l強り）シェアをもつが，第

2位はEl本であるC9..:“-(J）シニれま 12.6%(1962年）， L

かも！li：年（ 1～11月）は15％かに(I{I心c,米の主要帷人

先であるビルマ 0.)第2位を奪っている。 l.1木側からみる

と，昭和37年1虻(4~ 3月）では，セイロンに対する諭
fliが繊維製品を中心に3(l()(I沈［アメリカ・ドル＇，これに対

して愉入 [•:t &）（）")jアメリカ・ドルにとどまり，淡しり1き

22(JOガアメリカ・ドルのIli超となっている。 l:1本がほと

んど茶を買い（寸げないからである。況地では，外貨•:lif1,t

(}）悪化しているセイロンが，一方的に日木からの愉入に

対して紫ll...l•Iり措訟をとるかも Lれないと先行きを謡念し

ている。政府は衣た伯人外代を節約するため，食品， n
川雑1't I'.l 勅 •1|i部＇i'9, 機械部，：II＼などのJ：業化を奨勁し，

自給をはかろうとし‘C いる。セイロンは， I~ 本の貿易相

手国としては，東南アジア語国のなかでもビルマIr非様ウ

エイトが小さい。しかし，茶の買い付け，：［菜化へのち

加などについて，なおーおの余地がありはしなし：か。

1. ~J: 11視

否 池

香沿

マニラからジニット1幾で香港へ飛ぷ。南支｝］ト汁じは出海

であった。雨＇五の中から啓徳飛行場へ降りる。マニラ 9t.

半打llシャツでも怜いぐらいであったのに，飛行時間わず

か！こ2時ttl足らず，公天のせいもあるうが， 3月も半ば

を過ぎた香湘は，セークーがいる／UL‘)給さである。新しい

空湘ビルにはいりながら，：1嗅上東南アジアの旅は終わ

ったという惑を深くした。

九泡側のフェリーから見る香迷品())ピル群ほ，なん／g

眺めてもすばらしい。抱きあげて山］頁にいたる， しかも

新しいデザインのif;j府ビルがぞくぞくと建っている。紺

.:"r’fをたたえた狭い水道をはさんで， ビクトリア島と九硲

側のビル群が対if!fする。緑のllllDLを1fに白々とr.11くビ）レ

(）)Jft『tである。？蹟jグ）榜栄をうたう打海がそこにある。

御こtまいる。あふれんばかりの人波である。人のillbき

Io6 
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;.:i酎註：ス I・：ードがある。 2階建ての恥ヽパス，あお挽

りの軍ii(がひっきりなしに追る。 11木の大島よりひとま

ゎl)小さいビクトリアi:id)北l(li，こ；！しに1til(li・ずる加` i:i;rJ)

{Ji．この狭い地城に，人1135(l Jiの大部分がじ、Lめいて

'・‘る。しかが19.Jしから流入←i`る難l心はあとを絶たない。

街に •1地がなけ：i しば，術し夕しもなくふるいビルを展し

•こ祈ビルを建c る。 11111u を削り． iii を）’ilど）立 ·c,-| ：地造

成が進む。加粒郊外に・ふろが釦l．．場団地，｛l：屯即ti~。附

kする人l::Jな吸収 L．て9,冬栄セつづける芥迷は， 11ぺ新た

に’虻貌しつつある。

2． 空Iifi(J）繁栄，珈liの（,1,1t

|i枢l:•() ） :{fi巷託梢は，朝鮮動乱当時（））伐‘iitな拡人·を（夕ll外

とすれば、？；i.;．iij(/）成長なとげたといわれる。否造()_)人l1

け．， II]：年中に:15万人も附え，年1iild)」竹hil叶姐、］0%という

籾1ぶりである。 ;e(J） :.l.iiJ..f9••J:, i,'，1知り）J:うに1I.I共が食柑

餞）ヽら11訊：：0）4~ 5月1:li]様()Jり点視をゆるめにため， 15―Jj 

人ともいわれるl|r.Jl：姓民が否迷へtctこれ込んできたこと

による。こ(/)ような忍激な人口の」1YIJ）Ilがあったにもかか

わらず，香泄叫•伐民所得切fllび(J．これな上ltiJ るものがあ

ったといわれている。これら大．ht(}）難民がともかくそ；！し

ぞれに叫皮をえ， 4．=.iiI• なたてているというから，．：l: さに節

災というほか！tない。

このような経i行成•↓とはな IC.によってもたらされたか。

まずfiitlI0)｛t1成があげられる。 i命lii額5.8億．アメリカ・・ド

Jレ，そのJIil()：中ll.6%，これは1：り］畔勁乱当時．すなわち

1951年(/)f1l10:字につぐものである。しかも，総怖Il,1額i0)

約8割を占める地場梵'i'：の輸出0)｛rl心平は， 1:1%とこれ

主で(/)郷j記録を示した。とくに，地場糾碑IIi(/）3分

し，） 1以上を占める衣｝］［は，アメリカ，イギリス向けを中

心に，そのイlllび平が35%(l ~l(）月）と激祁している。

そf褪拓＇），アメリカ，イギリス 1付け紐維怖出については，

仰U!itが肱I』されていることはJ,';Jクil(J）とおり。それにも

かかわらず，このようた硲IIi叫 II長をみた(})は，蜘叫11i

格が上昇したからである。香迷(J) 柏出棠、•ri·ft, 即l堪：が
規制されると，：：れまでのどちらかといえば安いr'ir'iを大

拙にうじる行きかたから，良い品を，麻く売ることに活路

媒出した。すなわら，地場認問の過当競争をi繍し，

主に柏1.li品を多様化し， 11,i'i'.tfのI；り上をばかった。たとえ

ば，＇Jイシャツでは，生地が良くたり， したてが入念に

なり，サイズの利面が多くなったと1川いた。

このことIJー．，祖た否湛f))拙ll1先として，欧米，許i9̀10)ウ

工（卜がますます！r（<なってきていること，；と(}){1110字
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が佑jいこととも・1砂．と一体をなすものであろう。 5年ilij(/）

19甜年には，束l.fiアジア語国（H本を除く） lijけ柳ltが，

総陥II!(/）:17%,I次米諸l卦()'メ，)）），イギリス，カナグ

およひ• EEC)向けが1lij3(}％であった。とこる?:,il眸

(1 ~l(｝）］）は，欧米ii、/11!..4l11jけが， 59%，東ihアジア語

11~1:,J けが 1'1% と進転したぼかりでなく，；とのウエイトが

対欧米に {l揺しつつある Mil(ijがうかがわれる。 •:tf..:.，！l乍

年 (1~lOH)り）｛lりび率では， アメり力向け:.l8%,EEC 

向け；34.7%，イギリス1:1J（ナ20.8%とそれぞ；i咽哨し・cぃ
る。ー・・・）j, 東ifi アジフ'l;,l(•J•i•J; ， l•I;lによって．児なるが， 総

じていえば；y贋かに消滅している。将迷経済(/)安定的9必

J乏ヽ ・セ辻成するためには， 袷I!！の年率l(）％以上の{til」もが4く

.ii［欠であるとされている。この要請にこたえて， i窃lli(1）

対欧米伽＼I印；（1)領1{il9t.，今後出すますi}.jiまるものと思われ

る。

ふ 賎光l|•も人 (/):}§lIn

愉 li激J\"/() ） -••}i. ＇．i命入も .;v.-J竹した。悩入雑ill.69.cr:・）＇メ

'） ：/J・ド）し',;,とり）伸び率11.5%，この結果，入超額は，

5.8しなアメリカ・ドルとIlij年(1961年） 0）入超額にくらベ

11％もhYlljltし，貿易収支JJしの赤字輻が拡大した。香港0)

貿易）収支尻は，刷4逍りに赤字である。食料())袷人を淡吋

るほか，地場愉1！涌環())ため叫副賊 l以材料などの愉入

があるからである。とくに，地場禎品約1.li0) 伸•此な反映

じC, i諏などJ：深製品の楡入が削えており，昨•年でti

総愉人甜i()）:l8%（食料は1i!24%）、と占めたといわれる。

(iii位： 1007UH悲ドル）

:.··．てー·:•-――•--1 •-------1••••-.-——--
-~- ··:.——-• ---・ • ~• • -•一・·—-• I --• ●● ● ・ ・ ・ -・・- •-..... 1 196011!. l 1961年 1962年

r.1 11¥(A) [ 2,867 [ 2,93~) I 3,318 •Ill： 怜 111(B) 1,1)7(） 991 1 1,07(） 
翰 入(C)i 5,8fi-1 I 5,970 I <.i, 657 

泌りl入超
..—-.....| • • ・ •. -

(C-(A.+B)) 1,!)27 ! -|，．-．-'--―ぎ：ー(~(~.i _.2,269 
このように拡大する貿易収支尻(})赤字を加ヽ～ーするも

のは，観光収入である。これはまた呑彰）燥栄を支える

大きな柱でもある。昨年の観光客9i,25万人をこえ， ilii

年にくらべ14.5%?)幣附という。観光客の内訳は， 4也ll

がアメリカ人で，イギリス人がこれにつぐ(11%）。香泄

は，いわゆる自由貿易泄であるからす翌卜の例外を除い

-c．賀易は自由がたてまえであるo.:.(/）ため伯入品も，
それを親造した本困で買うより安く買える場合が少なく

ない(,"]比•J一靡'illifj:iiこ H., II'-・界噂'li品があふ．． l i,9 i認；

客0)シJ ッビングをそシとる。香迷の説光客は，説光より

IO7 
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もむしろ買い物にかねをつかう。その祁M合は，立11:(/）6 

隋とも．立た一説には81;ll以上ともいわれる。 Ili：年観光

客が買い物につかったかねは，．（i．5i歎アメリカ・ドルと推

悦されている。これだけでも；｝り、ii(/）貿易収支）ji(/）赤字を

hlilRして余りがある。

観光客のためのホテルの新．坪／策も盛んである。香迷

伽こ26階建て(/)ヒルトン・ホテル，マンダリン・ホテル

が建てられている。 •1jij者は，湖極数1(）ll(）．•東京ヒルトン

の倍のスケールである。後者も部厖放60(）。現在香泄0)

一流ホテルば）し泡佃］と合わせ，約：30,部松数3220。本年

中にけ：9..:れが母ぽ倍WIするという（ちなみに， n＊(J）京
浜，汁Ilitiにおけるホテルの部屈数は現在550(））。来年秋

の東取オリンピックでは， 3万0)外人泊まり客が東京に

集まると見がtもられている。術椒のホテル染者は，その少

なくとも 3分の 1を吸引するili,．づもりであるとU}lいた。

4. IJ本と香池

踏栄する香迷(/)経滸にlllJ題がないわけではない。むし

ろ多くのItl題を包祓しつつ，それらのWJ題を飯栄へつな

がる方向に）：）力で打l}りしているということができよう。

中共難民の流入は今後もつづくであるうし，人日は膨張

をつづける。この人口を擁して経済の安定的成長を進め

るには， f糾Ill()）たえざ紅lI長を要する。地場愉lli施梁は

繊維製品を中心として1;1ざましい発展を遂げてきた。そ

の生肱性をIf,1上して楡1.lj市場における1甜際競2Jtに打・らll券

ってゆくことはもとよりlll：要である。それと同時に，今

後は新径！品を開発し，生脱の多様化をはかることも必要

となろう。トランジスクー・ラジオ，カメラ，双眼鋭な

どの新しい：r.深の台頭は，その一・例といえよう。
和如．，日本の約1:-i!i場として，アメリ・）J，EECにつ

ぐウエイトをもっている。昭和37年Ill:(,t ~ 3月）にお
ける日本())香池に対する位1.LIは， 29．登．アメりブJ・ド）レ。

総柏ll暉{/)ほぼi!1f.lがれi}織物！瓜反，各ifi化飯糸布，店糸

など繊維／ii（材料である。これにつ・ぐ機賊類も！、ランジス

クーなど軍気関係が多い。 1:1本は，いわば香港の愉ij障

架の兵珈＆地り）観をii只している。今後符逃が楡111施棠な

多様化していけば，それだけ原材料供給約としてのl:1本

市場への依存渡が齢・：どることが期待されよう。

しかし反i(!i，すで：ここれ点でも横維製品， 1、ランジス

クー・ラジオなどの対アメリカ4りhtl図，日本製品と香搭
禎品が競合It¥l辿・をおこしたこと，あるいば麟製プラス

-J・ ック浩花のI:1本へり）流入などにみられるように，香磁

はまた日本の有力な競!i2相手でもある。自由主義経祈り）

なかで今t)の秘栄を築き上げてきた香迷経済のもつパイ

クリティ tt.，•世界貿易の l~I(」｛化に村［さして，ますますそ

の力を発洲するものと思われる。香迷叫郎1は，日本り）

愉I.Iドことって味方にもなり，また敵にもなる屈がJの剣と

いえよう。瞬ll炉も i,l:Itfr(J） ,fl•• されない政澳ll勝負のJJ,j, ~ごれ

が‘凍祥のパー）レ’'と俊i•こやさしく：欣｀いあげられる香泄

である。

（アジア経済研究所・Jも構成此賜fi:笠i;t1和．切＂澤 Ii)
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第 1)'• l!.t界のII頓研究と；との位近の{iJJI;,J
ーー中国研究の地域（lり分布と木報告の構成・アメリカと')述への研究中心の推移•他界的な政治経済変
化と，；との中固研究への反映・それにともなうItl頌祝野・や研究関心の転換ー一

弟2窪 アメリカ合衆国における中国研究

ーII也史的•i形尿および一船的餡l:ij‘／メリカ合衆i.KIにおける中屎関係研究屈文1児教脊捜関，図む·龍学術
雑誌・中国関係の渕在および狩料公•Hjにかんする合衆1国政府の活動・アメリカにおける中ぼ研究(/)
簸近の勁l;ij，現代中IN研究会議．視代中国統介・委員会ー一

第 3窪 ｀ノ述における中固研究

一脳史的1'f：：；t．および一般的lfilij・ソ辿かIJI乱関係研究・教脊機渕，図占館，学術雑誌・ソ述の中国l渕
係研究梁紋，；との視状および蜘f;J--

第4:I¢It ；との他の諸国における中IIれ研究
――—ィギリスの中I因研究・フランスの中国研究・ドイツ（東ドイツをふくむ） 0）中困研究．；との他の語

国の中国研究—―

第5硲結語

〔付） 人名索り1・事項索り1
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